
令和５年度新たな地域コミュニティ支援事業における評価結果について 

 

評価基準 

S：区の当該年度の戦略に基づいた支援内容や目標の水準を大幅に上回っている。 

A：区の当該年度の戦略に基づいた支援内容や目標の水準を上回っている。 

B：区の当該年度の戦略に基づいた支援内容や目標の水準に概ね達している。 

C：区の当該年度の戦略に基づいた支援内容や目標の水準を下回っている。 

 

【評価項目１】自律的運営に向けた地域活動協議会の取組 

評価 左記の理由 

A 

・地域ごとの課題を洗い出し、地域のニーズに寄り添った支援に取り組んだ。 

・あべのほっとカフェの開催を初めてオフサイトミーティング形式で行い、異

なる世代への参加につなげることができている。 

・まちづくりセンターの SNS（Facebook や Instagram 等）を開設し、地域活

動協議会の情報発信を行った。 

 

【評価項目２】事業の実施体制等 

評価 左記の理由 

A 

・阿倍野地域に通う学生や大学との連携協力をできたことで、地域と学生との

距離を縮めるきっかけを創出できている。 

・他区の「まちづくりセンター」と情報共有を行い、防災交流会や広報交流会

に参加することで阿倍野区の特徴を掴むとともに、他区での参考事例を取り入

れながら地域支援を行った。 

 

【評価項目３】アンケート調査 

評価 左記の理由 

A 
・地域特性に即した地域課題の解決に向けた取り組みや自律的に運営されて

いると感じている割合が９割を超えており、高い水準となっている。 

 

【総合評価】 

評価 左記の理由 

A 

・新型コロナウイルス感染症が第５類へ移行し、さまざまな環境の変化が生ま

れた。また、徐々にではあるが地域活動も再開された。それに伴い、地域との

関わりにも変化が生まれ、今後の地域活動への支援に課題を見出すことができ

ている。 

・若い世代が地域活動へ関心を持ってもらえるように、ICT 活用支援を積極的

に行っている。 

 


